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市民と議会の対話集会 

議会と語ろう～竜王地区～ 「まちづくり」 報告書 

開 催 日 時 平成２８年１１月１４日（月）午後７時００分～８時４５分 

会 場 中八幡公会堂 

参 加 者 数 合計２９人 （ 男２１人 ・ 女８人  ） 

     役 割 分 担（◎：議会改革特別委員会委員）・出 席 議 員 １４人 

班長・ 

パソコン操作 

◎ 斉藤 芳夫 議員 

滝川 美幸 議員 

受 付 ・ 

会 場 整理 ・ 

アンケート・ 

マ イ ク 係 

   金丸 寛   議員 

池神 哲子 議員 

司 会 者 小澤 重則 議員  議員 

説 明 係 

 

山本今朝雄 議員  議員 

樋泉 明広 議員 
オブザーバー 

（各委員長） 

藤原正夫 委員長（建設経済） 

  五味武彦 委員長（厚生環境） 

記 録 係 金丸 幸司 議員 長谷部集 委員長（総務教育） 

清水 正二 議員 議 長 小浦 宗光 議長 

 副 議 長 米山 昇 副議長 

次     第 

1 開 会    （司会） 5 議会からの報告（説明係） 

2 班長あいさつ （班長） 6 意見交換 

3 議長あいさつ （議長） 7 その他 

4 担当議員紹介 （自己紹介） 8 閉 会    （班長） 

質 疑 応 答（ 要 約 ） 

№ 市民の質問・意見・要望・提言 議会の対応 

1 

道路標識、カーブミラー、速度規制の

標識を申請したが設置が遅い。迅速に

対応してほしい。 

公安委員会が判断していくため、非常に

難しいが、要望として働きかけたいと思

う。 

2 

中部公民館の建て替えについて、名称、

概要、規模についてどうなのか。 

計画としては２８年が解体、２９年が建

設、３０年がオープンである。建物は鉄

骨２階建、２７５坪、公民館としてでは

なく、学習体験施設である。（仮称）セミ

ナーハウスとなっているが、名称は公募

で改めて決めていくようである。 

3 
要望として、セミナーハウスを自治会

として使う際は、使用料の免除をお願

いしたい。 

要望として受けとる。 
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4 

信玄堤公園南側にあるかすみ橋の付近

は、かすみ堤があった場所である。か

すみ堤の構造は、水防のために、浸水

が予想されるところであるが、その下

流部に防災公園を作る理由は。 

詳しいことは不明だが、玉幡中や保健セ

ンターを含めて、付近全体を防災エリア

として活用したいからだと思う。 

5 

福祉バスの利用条件が変更になったみ

たいだが、事前周知がなかった。周知

をしっかりしてほしい。また、運転手

についての使用規定や、借りる際の手

続きを簡単にしてほしい。 

当局と協議検討していく。 

6 

中八幡地区の指定避難場所は玉幡中だ

が、釜無川が決壊した場合、決壊した

側に避難する事になるので対応、検討

して頂きたい。 

検討していく。 

7 中八幡の調整区域の線引の見直しがで

きないか検討してほしい。 

要望として受けとる。 

8 

野鳥や昆虫が生息できるような、自然

と環境をテーマにした公園を作ってほ

しい。 

山側だけでなく、街の中央にも自然を感

じることのできる公園を作るべきだと思

うが、早急には取り組めないので検討し

ていく。 

9 

田富町敷島線について、現在、玉幡小

学校と仲新居地区の所の整備を早急に

お願いしたい。 

早急に検討していく。 

10 

なぜ木質バイオマス発電産業を選んだ

のか。 

間伐材といった再生可能なエネルギーを

利用できるからと考えられる。これから

事業評価があるので様々な検討が行われ

ていくようである。 

特記事項 

未回答 事項 
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調査・検討 事項 

福祉バスの利用条件の簡素化。中八幡地区の指定避難場所の検討。自然と環境をテー

マにした公園作り。玉幡小学校と仲新居地区の田富町敷島線の早急な整備。 

 


